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高知 県に お け る各作期 別水稲 の 収量成立 に つ い て
＊

一
収 量構 成要素 の 相 対的 ウ エ イ トー

小 味勘次 郎 ・西 岡秀雄 ・
岡西英 寛

（高知統 計調査 事務所　作況試 験 室）

　水稲収量は い くつ か の 構 成要素の か け 合せ で 成 立 し て い る。生育経過 を追 っ て逐次 決定 さ

れ てゆ く構成要素は ，それ が 影 響 を受 け る各時期の 気象条件や ， 肥 培管理 な ど の 技術条件に

対応 して変動 し， また
一方で構成 要素相互間に お い て補償的関係や協同 的関係 をもっ て い る 。

それ ぞ れ の 構成要素が最適量 （均衡 ） を得 た場合 ， 安定 多収 となる こ とは 当然で あるが具体

的 に それ を表現 する こ と は 困難 で ある 。 即 ち ， それは地域地帯性 をもつ もの で あ ろ うし，作

期，品種 等に よる差 異も考 え られ る。しか し，収 量成立 に 対 して ， 栄養生 長要素や 登熱要素

の 中で どの 要素が よ り収量に 影響度が 大 きい か を知 る こ とは，そ の ウ エ イ トを算出す る こ と

に よっ て 目安が 、乞つ と理 解 され る 。

　そこ で，複雑 な作期 の 存在す る 高知県の 水稲 に つ い て ， 作期別に 収量構成要素 の ウ エ イ ト

（収量へ の 寄与率 ， 変動 の 大 きさ）を明 らか に し ， また 全国各地 域 と の 比 較 を試 み る こ とに

より今 後 に おけ る効率 的且 つ 安定生産の 方途 を見出 さん と した。

　　資料及 び 解析方 法

（1） S35年
一44年の 10ケ 年の 作況試験成績

1）
を用 い た 。

（2）作期別 は，早期稲．中稲，晩稲 ，二期稲 の 四作期 を対象 とし ， 品種は それ ぞれ ， 越路早

　生 ， 農林 22号 ， 土 佐 2 号，相丿1［44号で ある。

（3） 相対的ウ ェ イ ト と し て は 通常 ， 標 準偏 回帰係数が 用 い られ るが ， こ ・で は簡略法
2）

に よ

　 っ て計算 した。こ れは 簡略法 の 制約 条件が 充分満足 され るか ら で あ る 。

（4） 収 量成 立要因を次 の 如 く組立 て ， 各要素の ウ ェ イ トを算出 した。

（イ）　　第一E殳1≦皆

収量 鞴単位面積

≒
有効黼 x 』穂 当

拿
籾数 ・ 千籾罪

　　　　　　（栄養生長要素 ）　 （生殖生長要素）（登熟要素 ）

＊ 昭和 46年 8 月21 日　 第 9 回講演会に お い て 発表
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（ロ ）　 第二 段 階

　　単位 面積 当有効 穂数 ； 分 け つ 茎数 × 有効 茎歩合

　　 モ籾 当叡量 ＝ 稔実歩合 × 玄米粒数歩合 ×玄米千粒重

（5） 別 陣 県 と贓 す る た め詮 国地 嬲 ・Jお よび 驅 褓
3）

職 立 ウ ェ 朴 を勲 した 。

　 結果お よ び 考察

　虹記の 検討方法に よっ て算出 され た 各収 量構成要素 の ウェ イ トは第 1表 の とお りであ る 。

　第 1表 　各構成要 素の相対的Weight
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註 ）1． Y の Σ xi2 欄 は Σy2 ，
x／ΣxiZ 　欄 は 各要素 の 合計値

　　2． 標準偏回駲 繖 は省・各L・
“x が ， b

厂
i一 痂 ヲΣry物 算出で き る。

　 しか しこ ts で，通念的に そ の 品種 の 草型に よ っ て 靫 量成立 が 規制 さ れ は し、な い か と云 う疑

問が 生 じる と思 う。が ，上表 に み られ るよ うに ， 同 じ中間型 の 越路 早生 と 土 佐 2 号 ，
或 は 穂

重 型 の 農林 22号と相川 44号 を比較 する と ， 穂 数 ， 干糎当奴量の ウ ェ イ トに 大差が あ り，一
方

で栽培時期 の 類似す る農林 22号 と土 佐 2 号で は 差が 小 さ く，草型 の 相異 が 支配 的 な もの で な

く，作期 の 異 な る こ とが 主 閃で あ る と考 え られ る 。

（1） 収量に 対する穂数，
一

穂 当籾数 ， 千糘 当収 量 の ウ ェ イ トに つ い て

　穂数の ウ エ イ トは，早期 〉 中稲 〉 晩稲 〉 二期 と作期順 とな り，早期 ：二 期稲は 5 ： 2 と大

差が ある、　
一穂当 全籾数 で は，晩稲が や ・大で他の 作期 は大差が な い

。　 ．
マ籾 当収 量で は，

穂数 の ウ ェ イ トと逆 に 早期 は 小 さ く二 期稲が 大 で 全 く対象的で あ る 。

（2） 穂数お よび千 籾 当収 量の 成立 に つ い て

　穂数に 対 する分 け つ 茎数，有効茎歩合の ウ ェ イ トは，早期，中稲が 分け つ 数に 依存度が 大
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き く鞠 特に 穂数に 収 量が規制され る早期稲は，：穂数成立 の 場 面で も栄養生 長初期の 分 けつ 発

生に 影響 される度合が 大 きい 。　 予籾 当収量の 成立に つ い て は ， 早期稲 は玄米粒数歩合 ， 中

稲は 3者が ほ f 同程度 ， 晩稲で は 出穂時期が 台風 の 来襲時期 とな り前後の 降雨等で 稔実歩合

が 高 い
。 収量が 登熟要素に影響され る度合の 大 き い 二期稲 では，千粒重 の 変動 は比較 的小 さ

い が ，出穂前後 お よび 登 熟中後期 の 気象変動 〔台風，低温）に 影響 され て稔実歩合 と，玄米粒

数歩合が 高 くな っ て い る。

（3〕 収量に 対す る欄 々 の 要素 の ウ エ イ ト

　 以上か ら輝 々 の 構成要素が 収 量成立 に 占め る ウ エ イ トを算出 し鴎示 した の が 第 1 図である。

　第 1 図　蝦量成立 へ の 各構成要素 の 相対 的 Wei 帥 t
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−｝二図 で 明 ら か な ように ，各作期 別 に主要な ウ エ イ トを占め る の は下 記の 要素 で あ る 。

（イ）　早期 稲……分 けつ 茎数，
一

穂当全籾数 ， 有効茎歩合

（ロ ）　中　稲……一
穂 当全籾数 ， 分 け つ 茎数 ， 有効茎歩合

（ハ ）　晩　稲……一穂 当全綴数，分け つ 茎数，稔実歩合

（二 ） 二 期稲 ………穂 当全籾 数 ， 稔実 歩合 ， 玄米 粒数 歩合
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　全 作期 を通 じ て単独 要素 とし て は
…穂 当全籾数 の影響度が 大 き い 。こ の 着粒数の 多少は そ

の 前駆 形 質 ， 即 ち茎 ，穂数の 多少や，栄養状態 と，幼穂 の 分 化期の 気象条件 （形成始期 前10
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）

日 間の 日 照 時間 と プ ラ ス の 関係 ） などに影響さ れ るが ， 本県の 場 合，早期稲，二 期稲で は前

馬断 須 お よび気象条件 との 相：互関f継 骸 とせ ず 1噪 劃 犬態 に 影響 され る と考 k．　tpれ る が，

後記 の 各地域 の それ と比較 して も， 本県 で は今後究明すべ き部面 として 注 日する必要が ある、、

　以上 ， 本県 に おける 各作期別に 奴 量成 立機構 の 解明 を試 み た が ， 近年 の 稲 作技術 の 変化は

地域に よる差が 大 き く，こ の 意味か らきわ め て 巨視的で あ る が ，全国各地域 お よ び 四 鬣各県

の 水穰収量 成立 に つ い て 若干 の 検討 を試み た 。
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（4） 各地域別水稲収 量の 成立 に つ い て

第 2 表　各地域別水稲収量成立 Weight

要 有 効 穏 数 （m3 当 ）
一

穂 当 全 靱 数 千 籾 　 当 収 　量 収 量 ほOa 当 ）

地

　　　域

素
Weig批
　　　　　％

一

　　　　烹
　　　　　　　本

Welght
　　　　　％

ξ
交
　　　粒

Wei 霧ht

　　　　　％

7
　　　 9

烹
　　　kg4鷺 蠶

北
”．　　1払
　　ユ旦　1櫞

十

；
　　　 20 397E14 69．7 66 13．6 374 1  3

東 北 i　 33 363 36 78．0 31　 　 ， 16．6 468 1Q9

北 引 54 352 26 77．4 20116 ．， 450 108

関卑々 山 43 327 17 82，4 40 15．1 405 99

東 海 53 281 16 81，9 31 15，8 360 106

近 畿 50 297 且8
「

79，8 32 16．3 381 103

中 国 67 305 11 77，  22 16，9 395 112

四 国
155 294 i6 82．6 29 15，8 373 1昏7

九 州
162 314 17 79．9 21 16．4 404 113

徳 島 48 270 13 85．4 39 15．o 340 105

香 川 40 293 21 88．3 39 15．8 409 IO6

愛 媛 53 287 12 84．5 34 17，8 421 Io9

高 知 50 320 26 74．o
　 　 　 　 …

24 14．1 316 1G7

　　註 ）X は S ．35年〜44年 の 10ヶ年平均値

　上 表 と別に ， S35年〜・39年 （前半 ），
　S40年〜44年 （後半 ）の 変化 も検討 した の で ，あわせ

て そ の 概略の 考察結果 を述べ る。

（イ）　北海 道で は通念どお り登熟要素 に 影響 される度合が 高 い 。

（U ）　東北 は三要素が ほ ・・
t
同 じウ エ イ トを占め ，前半 と後半 の 変化 も殆ん どな く， きわめ て

　安定 した収量成立 をしめ して い る。

（ハ 〉 東北 を除 く高収地域 お よび 収量上昇地域は ，登 熟要素の ウ エ イ トが 低 く，また 近年に

　お け る穂数の 増加 が 目立 っ て い る．
J

（二 ） 低収 或 い は 停滞地 域で は ， 穂数増 の 傾向 はあ る が 反面，一穂全籾数がや ・減 少 し， 特

　に千 籾当収量の 低下 が 目立 っ て お り， 今後登熟性 の 強化が 問題 点で あ る。
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